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家庭分野においては、これからの生活を展望して課題を解決する力を育むことが課題です。そのた

め、指導事項を踏まえた評価規準を設定すること、生徒が主体的に取り組むことができるよう題材の
計画を工夫すること、１人１台端末で実践的・体験的な活動や考えの整理を行うなどＩＣＴを効果的
に活用することが大切です。 

 
 
 育成を目指す資質・能力を明確にするためには、資質・能力を身に付けた生徒の状況を具体的にイメージし、
観点別に評価規準を設定することが大切です。 

家庭分野では、題材の目標を学習指導要領に示された教科の目標並びに題材で指導する項目及び指導事項を踏
まえて設定するとともに、家庭分野の授業において評価を行う際には、学習指導要領における各内容の各項目及
び指導事項が３学年まとめて示されていることから、「題材の評価規準」を学習活動に即して具体化する必要が
あります。これらを設定することにより、目標に照らして生徒の学習状況を把握することができます。 
 
 

題材の計画に当たっては、①既習事項や生活経験を基に家庭や地域の生活を見つめ、問題を見いだす活動、②
生活課題について多角的に捉え、解決方法を検討し、計画、立案する活動、③課題の解決に向けて実践した結果
を振り返り、考察したことを発表し合い、
他者からの意見を踏まえて改善策を考える
活動を位置付けるなどして、生徒が主体的
に生活の中から問題を見いだして課題を設
定し、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、考察したことを論理的に表現するな
ど、これからの生活を展望して課題を解決
できるよう工夫することが大切です。 
 
 

資質・能力の育成に向けた支援を行う際には、ＩＣＴを効果的に活用することが考えられます。解決すべき課
題を設定する場面では、生活事象の前後を撮影しておくことで、一人一人の知的好奇心が喚起され、意欲的な取
組に繋がります。実践した結果を評価・改善する場面では、撮影した動画により、自己の実習等の様子を可視化
し、自己理解や自己評価・改善に生かすことができます。 

また、課題解決に向けた実践活動において、家庭や地域での実践計画の記録を残し、実践の様子を撮影するこ
とにより、実践の成果を具体的に説明したり、実践の改善に生かしたりすることが考えられます。 
 
 
 
 
 
＜題材名＞ 

「自立した消費者になるためには」 
＜題材の目標＞ 

(1) 消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解する。 
(2) 自立した消費者としての消費行動について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付ける。 

技術・家庭科（家庭分野） 

家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を解決する力を育む計画の改善 

Ⅰ 目標の明確化や評価の充実のポイント 

Ⅱ 指導計画の改善のポイント 

Ⅲ 手立ての充実のポイント 

【技術・家庭科（家庭分野）の学習過程の参考例】 
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＜題材の評価規準＞ 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・消費者の基本的な権利と責
任、自分や家族の消費生活
が環境や社会に及ぼす影響
について理解している。 

 

・自立した消費者としての消費行動に
ついて問題を見いだして課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評価・
改善し、考察したことを論理的に表
現するなどして課題を解決する力を
身に付けている。 

・よりよい生活の実現に向けて、消
費者の権利と責任について、課題
の解決に主体的に取り組んだり、
振り返って改善したりして、生活
を工夫し創造し、実践しようとし
ている。 

＜題材の指導計画（５時間）＞ 
学習過程 学習活動 評価規準・評価方法等 
生活の 
課題発見 

 
課題設定 

 
 
 
 

 
 
 

解決方法 
の検討と 

計画 
 

〇自立した消費者としての消費行動につい
て問題を見いだし、課題を設定する。 

・事前アンケートの集計結果をグラフ等で
確認し、気付いたことを発表する。 

・人生すごろくを通して、自分や家族の消
費生活について問題を見いだして課題を
設定する。 

 
自立した消費者となるためには、どのよ
うな消費行動をとればよいのだろうか 

 
〇消費者の基本的な権利と責任について理

解する。 
・自転車の購入場面を例に、消費者の基本

的な権利と責任について考える。 
・過去の事例資料から果たされた責任とそ

の結果について話し合う。 
・消費者の権利が守られず、責任が果たさ

れていない事例についての対処について
考える。 

 
○消費者としての責任ある消費行動を考

え、自分たちができることを計画する。 
・「持続可能な社会の構築」などの視点か

ら、社会や環境のために自分ができる消
費行動について考え、計画を立てる。 

・友だちや先生、家族からのアドバイスを
元に自分の実践計画を見直す。 

 

実践活動 〇家庭実践：買物実践 
・実際に買わなくても買う物を選ぶ活動をし、レポートにまとめる。 

実践活動
の評価・ 

改善 
 
 
 

新 た な 課
題の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇自立した消費者としての消費行動につい
て、実践をレポートにまとめ、発表し、評
価したり、改善したりする。 

・グループでレポートを発表する。 
・実践について評価し合い、改善する。 
 
○今後の自分や家族の消費生活について新

たな課題を見付ける。 
・「持続可能な社会の構築」などの観点か

ら実践したことを振り返る。 
・これまでの学習をもとに、自分や家族の

消費生活について新たな課題を見付け、
「自立した消費者になるためには」につ
いて の自 分の 考え をま とめ 、発 表し 合
う。 

 
 

 
 
 
 

【Ⅱ指導計画の改善】 
・他の内容と関連を図り、実

践的な活動を家庭や地域な
どで行うことができるよう
にしている。 

・「課題を設定」するために
は、既習事項や自分の生活
経験と関連付けて考えられ
るように「生活を振り返っ
たり見つめたりする活動」
を設定している。 

【Ⅲ１人１台端末の活用】 
・家庭や地域での実践の様 

子（場合よっては実践前 
後）を撮影するなど、端 
末を利用してレポート作 
成をすることで、各自の 
思考の過程を視覚化し、 
多様な観点からの比較検 
討がしやすくしている。 

【Ⅱ指導計画の改善】 
学習した知識・技能を

実生活で活用できるよ
う、実践を評価・改善
し、新たな課題を見付け
る活動を行っている。 

〔思・判・表〕 
ポートフォリオ 
日常生活と関連付けて問題
を見いだして課題を設定し
ているか。 

〔思・判・表〕 
レポート 
自立した消費者としての
消費行動について、実践
を評価したり、改善した
りしているか。 

〔思・判・表〕 
レポート 
課題の解決に向けた一連
の活動について考察した
ことを論理的に表現して
いるか。 

〔主体的〕 
レポート・ポートフォリオ 
よりよい消費生活の実現に
向けて、消費者の権利と責
任について工夫し創造し、
実践しようとしているか。 

【Ⅰ目標の明確化、評価の充実】 
・題材の目標は、学習指導要

領に示された分野の目標並
びに題材で指導する項目及
び指導事項を踏まえて設定
している。 

・題材の評価規準は、「内容の
まとまりごとの評価規準
（例）」から題材において
指導する項目及び指導事項
に関係する部分を抜き出
し、評価の観点ごとに整
理・統合、具体化するなど
して作成している。 

〔知・技〕 
ワークシート・行動観察 
消費者の基本的な権利と責
任について理解しているか。 
 

〔思・判・表〕 
ワークシート・発言 
自立した消費者としての消
費行動について考え、工夫
しているか。 

〔主体的〕 
ポートフォリオ・ワークシート 
課題解決に向けた一連の活
動を振り返って改善しよう
としているか。 


